
事業番号 - - -

（ ）

予算編成において、既存事業に係る予算要求については、各府省からの要求内容だけでなく、その執行状況や事業評価等も参考として、予算査定を行うことが通常であるが、予
算編成・執行・事業評価のそれぞれを管理するシステムは別で整備され、データ連携ができていないことから、その確認のための作業に時間と労力を要しているなど、予算編成関
連業務が複雑化・多様化する中で、非効率になっている面が存在しているのが現状である。

令和6年度要求

-

-

-

24

　

　

　

(目) 情報処理業務庁費

その他

歳出予算項・目

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

-

令和6年度要求

事業概要URL －

(項)
令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）
24

-

執行率（％）
=(G)/(F)

- - -

令和5年度当初予算

財政健全化推進費

関係する
計画、通知等

－

-

2023 財務 新24 0001

財務省

政策 政策目標1：健全な財政の確保

事業の目的
（5行程度以内）

本事業は、予算編成・執行・事業評価の各段階におけるデータ利活用を促進し、政策議論や予算の質の高度化を図るとともに、予算編成関連業務の効率化に向けた取組みを推
進することを目的とする。

調査課
財政調査官
　安部　佳宏

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

-

事業名 予算編成に関する情報分析及び調査 担当部局庁 主計局 作成責任者

事業開始年度 担当課室

施策 政策目標1-1：重点的な予算配分を通じた財政の効率化・質的改善の推進

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mof.go.jp/about_mof/policy_evaluation/mof/fy2022/evaluation3/2022hyouka007.pdf
https://www.mof.go.jp/about_mof/policy_evaluation/mof/fy2023/analysis/2023bunnseki07.pdf

令和6年度
事業終了

（予定）年度 終了予定なし

- -

補正予算（B) - - -

-

-

24

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - - - - 24

- - -

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

本事業は、予算編成関連業務の効率化に資するため、高度な専門的知識を有する外部専門家を調達し、予算編成・執行・事業評価に関するデータの統合・調査・分析等を行うも
のである。

実施方法 委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) - - -

-

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- - - -

-

事業に関連する
ＫＰＩが定められ
ている閣議決定

等

名称

URL

該当箇所

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) -

-

計（A) -

- -

-

-

-



平成26年度 -

備考

平成25年度

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

-

-

（選択してください）

-

平成30年度 -

平成23年度

-

-

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

（選択してください）

令和元年度

平成28年度 -

平成29年度 -

令和3年度

平成27年度

令和2年度

令和4年度

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和○年度実施）

-
点検結果 -

各種の調査について、実施方法及び様々な視点による効果的な調査項目等の検討を行う。また、本事業が効果的に推進されているかを適切に把握・検証すること
のできるアウトカム等の設定を検討する。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外である。



　

支出先上位１０者リスト

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

役務費
予算編成・執行・事業評価に関するデータの統合・調
査・分析等業務

24

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

24

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

計 計

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

財務省
24百万円

A.民間事業者
24百万円

【一般競争契約（最低価格）】

予算編成・執行・事業評価に関する
データの統合・調査・分析等業務



事業番号 - - -

（ ）

- - - -

-

-

-

現状・課題
（5行程度以内）

該当箇所

-

-

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- - - -

令和5年度

執行額(G) - - -

翌年度へ繰越し（D)

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

本事業は、フューチャーデザインの取組みの各分野への横展開、コンテンツ・イベント内容の企画・調整、各種イベント成果の共有などを目的とする官民連携のプラットフォームを
整備するとともに、フューチャーデザインを推進するための調査検討等を行うものである。

実施方法 直接実施、委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度

-

- - -

-

-

当初予算（A) - - - - 25

25

予備費等（E) - - - -

フューチャーデザインに係る有識者主催の勉強会や事例共有会等のワークショップは頻繁に行われているものの、学術的研究者と実践者同士で相談し合ったり、有用な情報やコ
ンテンツを交換・共有・蓄積できるような常設の場（プラットフォーム）は存在しない。フューチャーデザインを実践しようと考える主体が、参考となる事例や使用可能なコンテンツに
アクセスしやすくなるプラットフォームを設置することで、フューチャーデザインの考え方の普及に繋がる。

令和6年度要求

-

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

-

-

- -

-

令和6年度
事業終了

（予定）年度 終了予定なし 担当課室

補正予算（B) - - -

施策
政策目標1-1：重点的な予算配分を通じた財政の効率化・質的改善の
推進

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mof.go.jp/about_mof/policy_evaluation/mof/fy2022/evaluation3/2022hyouka007.pdf
https://www.mof.go.jp/about_mof/policy_evaluation/mof/fy2023/analysis/2023bunnseki07.pdf

関係する
計画、通知等

－

事業名 フューチャーデザインの推進 担当部局庁 主計局 作成責任者

事業開始年度

政策 政策目標1：健全な財政の確保

事業の目的
（5行程度以内）

フューチャーデザインとは、将来世代は現在の政策決定に意思を反映できないという問題意識に立ち、現世代が将来可能性（将来世代の利益のために思考・行動する性質）を発
揮できる社会の仕組みをデザインすることである。本事業は、フューチャーデザインの考え方を社会に広く浸透させていくとともに、今後、社会で広く自発的な取組みが進むことを
後押しすることを目的とする。

調査課
参事官
　八木　瑞枝

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

-

2023 財務 新24 0002

財務省

財政健全化推進費

-

執行率（％）
=(G)/(F)

- - -

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) -

-

令和6年度要求

事業概要URL -

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

財政健全化推進調査費

委員等旅費

諸謝金

その他

24.0

0

0.6

　

　

　

(目)

(目)

(目)

-

- 0.2

-

事業に関連する
ＫＰＩが定められ
ている閣議決定

等

名称

URL

25



外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外である。

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和○年度実施）

-

-

事業目的である「フューチャーデザインの浸透」を的確に測定し、本事業が効果的に推進されているかを適切に把握・検証することのできるアウトカム等の設定を検
討する。

令和4年度

平成27年度

令和2年度

令和3年度

令和元年度

平成28年度 -

平成29年度 -

-

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成30年度 -

平成23年度 -

（選択してください）

（選択してください）

-

平成25年度 -

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

-

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

備考

平成26年度 -

過去に受けた指摘事項
と対応状況

点検結果

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

改善の
方向性



　

支出先上位１０者リスト

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

使　途

計 24 計

A. B.

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

費　目

役務費
フューチャーデザイン官民連携プラットフォーム企画
運営等業務

24

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

事務費 ０．８百万円

①諸謝金

②委員等旅費

財務省
24百万円

A.民間事業者
24百万円

【一般競争契約（総合評価）】

フューチャーデザイン官民連携プラット
フォーム企画運営等業務
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